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燦
々
と
輝
く
太
陽
の
も
と
、
愈
々
、
ブ
・
ア

l
ネ
ス
ト
サ

i
フ
ク
ラ
ブ
・

大
洗
の
海
の
季
節
が
到
来
し
ま
し
た
ウ
ェ
ー
ブ
ク
ラ
フ
ト
ク
ラ
ブ
・
ジ
エ

が
、
海
開
き
に
先
立
っ
て
去
る
7
月
ッ
ト
ス
キ
l
ク
ラ
ブ
・
ヨ
ッ
ト
?
ン

日
日
岡
山
に
、
第
1
田
大
洗
マ
リ
ン
ス
チ
ー
ム
・
大
洗
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク

ポ
i
ツ
海
難
救
助
訓
練
が
、
大
洗
サ
ラ
ブ
・
大
洗
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
・
カ

ン
ピ
j
チ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ブ
ス
カ
ウ
ト
・
来
賓
等
約
制
名
が

?
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
パ
参
集
し
、
開
会
式
が
行
な
わ
れ
ま
し

ル
と
銘
打
っ
た
こ
の
催
は
、
大
洗
海
た
。

洋
ク
ラ
ブ
・
大
洗
町
・
那
珂
湊
海
上
大
会
会
長
の
竹
内
町
長
・
田
中
海

保
安
部
が
協
催
し
、
フ
ェ
リ
ー
就
航
上
保
安
部
長
・
小
松
崎
大
洗
救
難
所

前
年
祭
の
一
環
行
事
と
し
て
行
な
わ
長
の
祝
詞
の
あ
と
、
早
速
、
各
ク
ラ

れ
た
も
の
で
す
が
、
海
で
の
レ
ジ
ャ
ブ
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
移

i
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
人
々
が
、
年
り
ま
し
た
。

年
急
激
に
増
加
し
て
い
る
中
で
、
海
日
隻
の
ク
ル

l
ザ

l
ヨ
ッ
ト
が
帆

浜
を
利
用
す
る
各
種
ク
ラ
ブ
間
の
横
走
す
る
前
面
の
海
浜
で
は
ウ
イ
ン
ド

の
連
繋
を
密
に
し
、
海
で
の
遭
難
を
サ
ー
フ
ィ
ン
・
サ
ー
フ
ィ
ン
・
ジ
エ

回
避
し
、
併
せ
て
ク
ラ
ブ
異
相
互
の
ッ
ト
ス
キ
ー
の
各
ク
ラ
ブ
員
が
ヨ
ツ

モ
ラ
ル
の
向
上
に
努
め
よ
、
っ
、
と
の
主
ト
ク
ラ
ブ
と
同
様
に
、
セ
l
リ
ン
グ
、

旨
の
も
と
に
行
な
っ
た
わ
け
で
す
。
サ
ー
フ
ィ
ン
、
ス
キ
l
、
救
助
訓
練

当
日
は
、
霧
が
か
つ
て
時
折
り
小
等
を
行
な
い
、
ス
ケ
ジ
ュ

i
ル
を
終

雨
が
降
る
不
安
定
な
天
気
で
し
た
が
、
了
し
ま
し
た
が
、
色
と
り
ど
り
の
大

定
刻
の
叩
時
に
は
大
洗
海
洋
ク
ラ
小
の
帆
が
海
上
に
浮
ぶ
さ
ま
は
壮
観

そ
の
も
の
で
し
た
。

そ
の
あ
と
、
海
上
保
安
庁
の

Y
S

H
型
大
型
機
が
飛
来
し
、
超
低
空
で

の
遭
難
者
捜
索
訓
練
を
却
分
以
上
に

わ
た
っ
て
行
な
い
、
海
上
で
は
巡
視

船

J
め
か
ぎ
。
と
小
型
消
防
艇
に
よ

る
遭
難
救
助
、
漁
船
救
助
、
モ
ヤ
イ

銃
発
射
、
曳
航
等
の
訓
練
、
鹿
島
の

大
型
消
防
総
に
よ
る
フ
ェ
リ
ー
火
災

消
火
想
定
訓
練
、
消
防
艇
の
一
斉
放

水
等
の
諸
訓
練
が
あ
り
、
最
後
に
Y

S
H
型
機
か
ら
信
号
筒
、
信
号
弾
の

投
下
訓
練
と
大
会
々
長
あ
て
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
投
下
さ
れ
、
待
期
中
の
ジ

ェ
ッ
ト
ス
キ
ー
が
こ
れ
を
収
集
し
、

竹
内
町
長
か
ら
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

約
千
人
の
観
衆
の
見
ま
も
る
中

で
、
正
午
す
ぎ
無
事
、
成
功
裡
に
全

訓
練
を
終
了
し
ま
し
た
が
、
来
る
べ

き
夏
に
向
け
て
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
は

意
欲
も
充
分
に
張
り
切
っ
て
い
ま
し

た。

齢
フ
ェ
リ
ー
火
災
消
火
想
定
訓
練

晶
弘
投
下
メ
ツ
セ
i
ジ
を
町
長
に
手
渡
す

時
出
動
準
備
中
の
サ

i
フ
ァ

i

樹
海
難
救
助
訓
練
本
部

轟海上捜索訓練中のYS 11型機

ZゆEヨω 000爽続拶52キサイドす喜多

8
月
初
日
働
問
3
時
1
問
8
時
加
分

ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
コ
ン
サ
ー
ト

(
荒
磯
太
鼓
等
)

8
月
日
臼
臼
叩
6
時
i

楽
名
正
博
(
桑
名
将
大
)
野
外
コ
ン
サ

ー
ト
外
(
入
場
無
料
)

8
月
口
白
細

川
酬

7
時
i

サ
ー
フ
ィ
ン
大
会

印
刷
日
時
i

ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
大
会

釧
日
時
j

ミ
ス
ボ

i
ト
大
洗
コ
ン
テ
ス
ト

瞳撞露盤璽醤酪

本
大洗-ITンピーチで、

国監偽
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大
洗
神
社
所
強
風

大
太
刀
を
師
文
化
期
に
指
定

~~ 

七
月
九
日
、
大
洗
町
教
育
委
員
会
で

は
、
大
洗
磯
前
神
社
所
蔵
の
「
水
戸

住
藤
原
近
則
太
刀
一
振
」
を
、
大
洗

町
指
定
有
形
文
化
財
と
し
て
告
示
し
ま

し
た
。こ
の
太
万
は
、
嘉
永
五
年
二
月
(
百

三
十
二
年
前
)
に
制
作
さ
れ
、
作
者
は

藤
原
近
則
で
、
東
閣
の
総
鎮
護
と
し
て

信
仰
の
厚
い
本
神
社
に
、
御
神
宝
と
し

て
奉
納
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

太
刀
の
長
さ
四
尺
九
寸
、
反
り
一
寸
、

目
く
ぎ
穴
二
倍
、
銘
文
と
し
て
表
に
、

水
戸
住
藤
原
近
則
、
裏
に
嘉
永
五
壬
子

二
月
吉
区
と
あ
り
ま
す
。

同
太
刀
に
つ
い
て
那
珂
湊
市
の
刀
剣

鑑
定
家
、
関
山
駒
之
介
氏
(
財
団
法
人

日
本
美
術
万
剣
保
存
協
会
茨
城
県
支
部

長
)
の
鑑
定
、
推
薦
議
聞
の
一
部
分
を
抜

す
い
し
紹
介
し
ま
す
。

「
時
間
善
え
近
別
作
刃
長
四
久
九
寸

の
大
太
刀
に
つ
い
て
」

天
保
十
二
年
の
秋
、
江
戸
の
有
名
な

万
剣
鍛
冶
荘
美
濃
兵
衛
大
慶
直
胤
が
、

水
戸
家
の
護
短
山
野
辺
兵
庫
美
観
に
召

さ
れ
て
助
川
城
に
来
り
水
一
戸
藩
の
若
き

万
工
た
ち
に
鍛
冶
の
指
導
を
し
た
。

議
官
定
近
別
も
直
江
助
俊
ら
と
共
に
直

もあおお

胤
の
弟
子
と
な
っ
た
。
弘
化
年
問
、
近

則
は
水
戸
港
御
用
工
と
な
っ
て
万
剣
を

鍛
い
た
。
e
l
i
t
-

中
略

大
洗
神
社
所
蔵
の
大
太
万
(
刃
長
四

尺
九
寸
)
は
、
近
則
三
十
三
歳
の
製
作

で
作
風
は
、
父
祖
伝
来
の
濃
州
関
伝
で

あ
る
。太
万
姿
緩
め
て
良
く
、
地
鉄
よ
く
ね

れ
て
冴
(
さ
え
)
て
い
る
。
焼
刃
は
、
焼

出
し
直
刃
に
て
四
、
五
寸
よ
り
よ
は
五

の
白
乱
刃
に
の
た
れ
を
交
、
え
て
所
伝
の

特
色
を
よ
く
表
現
し
て
い
る
。

本
作
は
同
作
中
最
大
最
長
の
傑
作
で

近
則
義
生
(
ひ
っ
せ
い
)
め
大
作
と
認
定

さ
れ
る
。
そ
れ
は
一
期
(
ご
)
一
振
と
称

す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

常
州
鍛
冶
の
全
作
品
を
通
観
し
て
も

こ
れ
は
比
肩
(
ひ
け
ん
)
す
る
も
の
を
見

な
い
。
8
l
i
l
-
-

中
略
i

t

本
刀
を
以
っ
て
、
自
由
自
在
に
新
突

す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
俗
に
一
言
う
手

に
余
る
も
の
で
あ
る
。
却
ち
人
聞
の
使

用
す
る
に
、
そ
の
限
界
を
越
え
る
も
の

が
あ
る
。
近
則
が
本
刀
を
製
作
し
た
意

図
は
、
自
己
の
技
術
、
技
偶
を
後
世
に

遺
す
と
の
思
考
に
よ
る
も
の
と
考
察
さ

れ
る
。
t
i
l
l
-

中
略
;
1
0

昭和59年8J=llEl

近
別
は
、
腕
力
強

く
身
体
強
壮
で
あ
っ

た
。
刀
剣
に
は
短
万
、

小
脇
差
な
ど
小
作
品

に
傑
作
が
多
い
。
そ

れ
は
作
業
が
容
易
な

る
た
め
で
あ
る
。
か

く
の
如
き
長
大
な
る

も
の
を
破
綻
な
く
完

成
す
る
こ
と
は
凡
工

の
よ
く
な
し
得
る
と

こ
ろ
で
は
な
い
。

:
中
略

i

r
f
聞
は
、
明
治
一
干

五
年
一
二
月
五
包
死
亡
、

七
十
八
歳
、
現
在
常

澄
村
東
前
で
農
業
を

営
む
川
村
衛
さ
ん
は

近
則
の
子
孫
で
あ
る
。
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消
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八
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相

当

)

判

一

寿

住

宅

開

発

株

式

会

社

…

…

代

表

取

締

役

斉

藤

栄

殿

…

…
大
洗
町
消
防
施
設
と
し
て
町
に
…

…

寄

附

さ

れ

ま

し

た

。

…

…

一

、

金

二

万

円

也

一

…
大
洗
町
磯
浜
町
一
一
一
毛
革
命
地
…

一

大

勝

水

産

…

一

小

野

瀬

勝

男

殿

…

一
大
洗
町
老
人
福
祉
事
業
費
の
一
一

…
部
と
し
て
町
へ
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。
…

…
一
、
雑
布
ニ
五

O
枚

…

…
大
洗
町
十
百
両
年
者
ク
ラ
ブ
…

明

主

弁

会

叩

一

代

表

高

橋

兼

吉

殿

一

…
第
一
中
学
校
へ
清
掃
用
、
と
し
て
…

一

寄

附

さ

れ

ま

し

た

。

…

「
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職
員
の
人
事
異
動
に
つ
い
て

昭
和
田
年
7
月
1
日
付
で
、
大
洗
町

職
員
の
人
事
異
動
が
次
の
と
お
り
発
令

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。
建
設
課
土
木
係
長

米
川
喜
一
(
建
設
課
技
幹
)

企
画
室
持
定
開
発
係
長

大
谷
常
夫
(
総
務
課
交
通
係
長
)

総
務
課
交
通
係
長

高
橋
忠
幸
(
消
防
本
部
総
務
係
長
)

〈
大
洗
町
叫
消
防
本
部
〉

消
防
課
総
務
係
長

鈴
木
き
た
(
消
訪
謀
総
務
係
)

消
防
課
予
防
係
長

白
土
日
升
(
消
防
署
第
一
中
隊
長
)

消
防
署
第
一
中
隊
長

石
塚
栄
(
消
防
課
予
防
係
長
)

(
)
内
は
前
職
名

火
災
予
鞠
臨
機
捌
酬
の
一
欝
蹄
輪
車

燃
焼
器
具
を
設
置
す
る
場
合

一
定
の
距
離
が
必
要
で
す

近
年
、
火
を
使
用
す
る
器
具
の
種
類
も
多
く
な
り
、
そ

の
構
造
も
複
雑
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
火
災

予
防
の
観
点
か
ら
、
調
理
用
器
具
、
風
呂
が
ま
、
ボ
イ
ラ

i
、
ス
ト
ー
ブ
、
湯
沸
し
設
備
な
ど
の
燃
焼
器
具
を
設
寵

す
る
場
合
に
、
周
囲
か
ら
離
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
距
離

が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
煙
突
を
取
り
付
け
る
場
合
の

規
定
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

{
杢
挺
で
使
わ
れ
て
い
る
、
王
一
な
器
具
に
つ
い
て
は
、
菌
の

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
い
か
な
る
場
合
で
も
こ
の
距
離

を
守
り
、
絶
対
に
火
災
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
心
掛
け
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
ご
不
明
の
点
は
、

消
防
本
部
消
防
課
予
防
係
(
担
制

に
お
間
合
せ
く
だ
さ
い
。

一
一
九
・
内
線
出
番

1 m以内に建物が

あるときは、軒先

から60cm以上高く
する。
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側面

ふ燦突の設置方法&煙突の設霞方法
A.D舜問湯沸し器

※フードをイ寸けたときは

距離が緩和きれます。

&移動式の石油ストーブ(放射式

可燃物
ノノノ/ノノノノ/〆ノノノノ/ノノノ//之ど

1 
1∞cm以上

可

燃

物

可

燃

物

可燃物

/'///////ノノ〆〆ノノ'////，ノ//'/

i 
lOQcm以上

lOOcm以上

可

燃

物

物
U
M

上

4

1

人

'

d

l

J

 

燃

》
T
I
l
l
m

可

ヰ

日

可

燃

物

トッププレートからの

上方馬問 15cm以上

lE蘭
側面

正面

正面

ふ調整局器具(グリル付コンロ)

※妨熱板を設けたときは

距離が緩和されます。 ふ移動式の石油ストーブ
(自然対流型)

五
十
九
年
度
の

保
険
税
が
決
ま
り
ま
し
た

昭
和
五
十
九
年
度
の
大
洗
町

田
民
健
康
保
険
事
業
の
経
費
は

十
二
億
二
千
百
一
万
円
と
な
り
、

こ
の
う
ち
医
療
費
な
ど
の
給
付

費
は
十
一
億
三
千
七
百
八
十
一

万
円
で
、
五
十
八
年
度
と
比
べ

ま
す
と
一
二
%
の
伸
び
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
今
年
度
当
初
保
険

税
を
六
・
四
四
%
引
上
げ
の
予

定
で
あ
り
ま
し
た
が
幸
い
に
し

て
五
十
八
年
に
お
い
て
、
み
な

さ
ん
の
医
療
費
節
約
な
ど
の
ご

協
力
に
よ
り
医
療
費
の
伸
ぴ
が

や
や
鈍
化
し
た
た
め
繰
越
金
が
五
千

七
百
万
円
ほ
ど
捻
出
出
来
ま
し
た
。

そ
れ
と
町
よ
り
の
裕
助
金
三
千
万
円

と
を
合
せ
て
、
八
千
七
百
万
円
を
五

十
九
年
度
保
険
税
軽
減
に
あ
て
、
本

年
度
の
保
険
税
税
率
を
据
置
き
と
い

た
し
ま
し
た
。
こ
の
軽
減
は
世
帯
当

り
二
四
八
三
六
円
、
一
人
当
り
七
九

二
三
円
に
な
り
ま
す
。
但
し
課
税
最

高
限
度
額
は
地
方
税
改
正
に
よ
り
三

十
五
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た

が
、
前
で
は
み
な
さ
ん
の
負
担
の
急

増
を
避
け
る
た
め
繰
越
金
等
に
よ
り

軽
減
し
、
最
高
限
度
額
を
今
年
度
は

三
十
一
万
円
に
と
ど
め
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。

五
十
八
年
度
に
大
洗
町
箇
民
健
康

保
険
が
支
払
っ
た
医
療
費
な
ど
の
給

老人分

昭和58年度診療科5J1J1人当り費用額(単位:汚)

亡二二コ老人以外分

院凶器拡石藍豆玄位亙2

付
費
は
十
億
一
千
九
百
四
十
万
円
と
な

り
、
こ
れ
は
一
日
当
り
二
百
七
十
九
万

円
支
出
さ
れ
た
こ
と
と
な
り
ま
す
。
医

療
費
の
伸
び
は
五
十
七
年
度
と
比
較
す

る
と
三
・
三
%
に
と
ど
ま
り
、
医
療
費

の
上
昇
が
や
や
鎮
静
化
し
ま
し
た
が
、

本
年
三
月
平
均
二
・
七
九
%
の
医
療
費

改
訂
が
あ
り
ま
し
た
の
で
予
断
は
許
さ

れ
な
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
保
険
税

は
医
療
費
が
増
、
え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
高

く
な
り
ま
す
。
症
療
費
増
加
の
原
因
は

医
療
の
高
度
化
と
、
申
霊
告
の
安
易
な
病

院
め
ぐ
り
に
起
因
し
て
い
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
保
険
税
を
安
く
す
る
た
め

に
は
、
日
常
の
健
康
管
理
を
十
分
行
い

体
の
具
合
が
悪
か
っ
た
ら
無
理
を
せ
ず
、

早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
努
め
健
康
と

涯
療
に
つ
い
て
ま
し
い
認
識
を
も
ち
、

大
切
な
み
な
さ
ん
の
医
療
費
を

適
正
に
使
、
つ
よ
、
っ
心
が
け
ま
し

ト
」
ケ
円
ノ
。保
険
税
は
医
療
費
な
ど
の
給

付
費
、
支
払
の
大
切
な
財
源
で

す
。
保
険
税
の
納
入
が
遅
れ
る

と
、
医
療
費
支
払
等
に
支
障
を

来
た
し
た
り
、
国
の
補
助
金
が

減
額
さ
れ
た
り
国
保
財
政
を
苦

し
く
さ
せ
ま
す
の
で
、
保
険
税

納
税
に
つ
い
て
よ
ろ
し
く
ご
協

力
下
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
づ
保
険
税
総
め
て
受
ゆ
我
が
家
②
健
康
」



昭和59年8月1臼

援示魚類を伸弁じ

親善の痩合~J麗深める

親←喜一

t ... ら議うお主奇

(
福
祉

3
i
ナ
i
」
⑧

場
体
障
害
者
の

福

祉

身
体
障
害
者
に
た
い
す
る
福
祉
制

度
は
、
か
な
り
こ
ま
や
か
に
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
制
度
を
利
用
す

る
に
は
、
ま
ず
身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

@
身
体
障
申
告
者
手
繰
の
交
付

対
象
者
筏
覚
・
聴
覚
・
平
衡
機
能
・
音
声

言
語
機
能
・
肢
体
(
上
肢
・
下
肢
・

体
幹
)
・
心
織
機
能
・
じ
ん
臓
機

能
又
は
呼
吸
器
機
能
に
永
続
す
る

障
害
が
あ
る
方
。

(3)第152号

を
思
い
起
す
人
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う

が
、
当
時
は
展
示
魚
類
も
少
く
、
珍
種

魚
類
の
入
手
に
係
員
も
酎
変
叩
の
時
代
で

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
折
も
お
り
、
当
時

道
立
で
あ
っ
た
室
蘭
水
族
館
か
ら
本
県

産
の
ラ
イ
魚
を
欲
し
い
と
の
要
請
が
あ

り
、
見
返
り
と
し
て
道
産
の
ヒ
タ
ベ
リ

イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
等
が
贈
ら
れ
、
以
来
、

毎
年
の
よ
う
に
魚
類
の
交
換
交
流
が
行

な
わ
れ
、
親
密
度
が
い
よ
い
よ
深
ま
っ

た
わ
け
で
す
。

こ
の
た
め
、
現
在
の
大
洗
水
族
館
に

は
オ
オ
カ
ミ
ウ
オ
・
ホ
ッ
ケ
・
ア
ツ
モ

リ
ウ
オ
・
オ
ヒ
ョ
ウ
等
、
多
種
類
の
寒

帯
系
の
珍
種
が
い
ま
す
が
、
そ
の
間

に
地
元
で
も
1
ヶ
月
と
飼
育
で
き
な
、

内

容障
害
の
程
度
に
よ
っ
て
一
級
(
蓑

度
)
か
ら
六
級
ま
で
に
区
分
さ
れ

ま
す
。
障
害
の
躍
度
に
よ
っ
て
、
利

用
で
き
る
制
度
が
こ
と
な
り
ま
す
。

手
続
方
法
診
断
書
・
印
鑑
・
写
真

が
必
要
で
す
。
く
わ
し
く
は
役
場

厚
生
課
民
生
係
へ
問
い
合
わ
せ
て

下
さ
い
。
(
電
話
側
五
一
一
一
)

⑧
指
導
・
相
談
を
受
け
た
い
と
き

障
害
者
が
い
ろ
い
ろ
の
問
題
に
つ

い
て
指
導
・
相
談
を
受
け
た
い
と

き
は
つ
ぎ
の
機
関
を
利
用
し
て
下

さ
い
。

福
祉
事
務
所

障
害
者
に
い
ろ
い
ろ
な
援
護
を
行

う
福
祉
行
政
の
第
一
線
機
関
で
す
。

高
校
パ
ワ
!
大
会
で

富
擁
君
見
事
鰻
臨
腕

去
る
7
月
5
8
側
、
谷
間
部
町
綜
合

体
育
館
で
第
1
回
茨
城
県
高
校
パ
ワ
!

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
町
か

ら
大
洗
町
体
協
ボ
デ
ィ
ー
ビ
ル
部
に
所

属
す
る
富
施
浩
君
(
県
立
大
洗
高
校
2

年
・
大
洗
町
神
山
町
一
一
一
、
四
六
四
)
が
出

場
し
、
健
闘
の
結
果
見
事
優
勝
の
栄
冠

を
か
ち
と
り
ま
し
た
。

宮
田
施
君
は
引
き
続
き
関
東
大
会
へ
も

出
場
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
昨
年
5
月
に
行
な
わ

れ
た
谷
田
部
町
近
隣
パ
ワ
!
大
会
女
子

の
部
で
優
勝
さ
れ
た
和
国
道
子
(
一
一
四
)
さ

ん
(
大
洗
町
磯
浜
二
ハ
六
)
と
共
に
、

同
体
協
で
は
男
女
と
も
に
優
勝
と
い
う

念
願
を
果
た
し
ま
し
た
が
、
更
に
、
来

い
η

ア
ツ
モ
リ
ウ
オ
グ
の
繁
殖
に
大
洗

水
族
館
が
成
功
し
、
社
団
法
人
日
本
動

物
間
水
族
館
協
会
か
ら
繁
猶
賞
を
授
与

さ
れ
た
実
績
等
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
交
互
に
職
員
派
遣
等
の
交

流
も
行
な
わ
れ
て
お
り
、
先
日
も
岩
田

弘
志
室
蘭
市
長
か
ら
武
藤
ふ
み
大
洗
水

族
館
長
に
親
善
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
け
ら

れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
益
々
両
水
族

館
が
強
い
鮮
で
結
ば
れ
、
相
宜
伸
展
が

園
ら
れ
る
こ
と
を
地
域
の
人
々
は
願
っ

て
い
ま
す
。

事
務
所
は
、
水
戸
市
南
町
三
丁
目
四

l
五
七
(
電
話
側
一
五
一
回
)

児
童
相
談
所

十
八
歳
未
満
の
児
童
に
関
す
る
相

談
に
応
じ
る
と
と
も
に
、
専
門
的
な

調
査
・
判
定
・
指
導
を
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
。
水
戸
市
三
の
丸
一

i
三

十

七

(
電
話
側
四
九
九
一
一
)

身
体
障
害
者
更
生
相
談
所
(
県
立
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
)

主
と
し
て
十
八
歳
以
上
の
身
体
障

害
者
を
対
象
と
し
て
、
盟
関
・
職
能

判
定
員
な
ど
が
専
門
的
立
場
か
ら
相

談
・
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

友
部
町
鯉
糊
六
五
二
八

(
電
話
O
二
九
六
七

m
O六
二
六
)

る
8
月
四
日
に
友
部
町
体
育
館
で
開
催

の
ミ
ス
タ
ー
茨
城
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
4

名
の
選
手
を
派
遣
し
上
位
入
賞
を
目
ざ

し
て
い
ま
す
。

栴
屈
を
き
れ
い
に
ノ

昭
良
の
皆
さ
ん

今
年
も
い
よ
い
よ
海
水
浴
の
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
ま
し
た
。

大
洗
の
美
し
い
海
、
楽
し
い
夏
を
迎

え
る
に
あ
た
っ
て
、
地
域
の
人
々
の
善

意
に
よ
る
海
岸
や
道
路
の
清
掃
、
花
壇

や
鰐
路
樹
の
植
樹
・
除
草
・
整
備
等
の

ご
奉
仕
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

各
学
校
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
海
岸

清
掃
も
大
洗
の
海
岸
を
キ
レ
イ
に
清
掃

し
よ
う
と
、
勤
労
体
験
学
習
や
ゆ
と
り

の
時
間
を
利
用
し
て
毎
年
行
な
っ
て
い

る
も
の
で
す
。

今
年
は
例
年
に
比
べ
て
ゴ
ミ
の
回
一
一
夏
も

少
な
い
様
子
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
相

こノ

ト
ベ

プ玄ト
;語種
安時
金強
協調
ぷ語、 、密::!
:Z::>: J塁さ

大重B
J先蛤

革ま
悶V る

去
る
7
丹
羽

8
月
曜
日
、
東
光
台
ロ

ー
タ
リ
ー
で
交
通
安
全
協
会
大
洗
支
部

(
小
橋
五
朗
支
部
長
)
・
交
通
安
全
母

の
会
(
石
井
き
み
会
長
)
の
両
会
が
夏
の

交
通
事
故
防
止
沼
市
民
運
動
の
一
環
と
し

て
テ
ン
ト
村
設
営
に
よ
る
街
頭
監
視
・

指
導
を
行
な
い
ま
し
た
。

今
回
は
万
全
国
一
斉
シ

i
ト
ベ
ル
ト

着
用
推
進
月
問
。
の
一
つ
の
事
業
と
し

て
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を
推
進
し

交
通
事
故
時
の
乗
員
保
護
・
被
害
の
軽

減
と
と
も
に
、
運
転
者
の
交
通
マ
ナ
!

の
向
上
を
図
る
た
め
チ
ラ
シ
等
で
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
着
用
強
化
を
呼
び
か
け
て
い

ま
し
た
。
な
お
、
夏
の
交
通
事
故
防
止
県
民
運

動
に
さ
き
だ
ち
、
去
る
7
月
6
8
交
通

善
意
の
奉
仕

変
ら
ず
の
マ
ナ
ー
の
悪
さ
が
自
立
ち
、

生
徒
た
ち
が
役
場
よ
り
提
供
さ
れ
た
ゴ

ミ
袋
は
、
ま
た
た
く
ま
に
ゴ
ミ
や
空
カ

ン
等
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
海
岸
の
美
し

さ
を
と
り
戻
し
ま
し
た
。

今
年
も
左
記
の
諸
国
体
の
皆
さ
ん
か

ら
善
意
の
奉
仕
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

み
ん
な
の
き
れ
い
な
山
で
、
美
し
い

大
洗
の
自
然
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

奉
仕
団
体

O
磯
浜
小
学
校
、

O
祝
町
小
学
校
、

O
大
賞
小
学
校
、

O
夏
海
小
学
校
、

O
第
一
中
学
校
、

O
南
中
学
校
、

O
大
洗
高
等
学
校
、
O
磯
浜
婦
人
会
、

O
大
貫
婦
人
会
、

O
夏
海
婦
人
会
、

O
高
年
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
出
ク
ラ
ブ
、

O
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、

O
ラ
イ
オ

ネ
ス
ク
ラ
ブ
、

O
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

大
洗
第
1
回、

O
交
通
安
全
協
会
、

O
交
通
安
全
母
の
会
、

O
大
洗
町
遺

族
会
、

0

ロ
ー
タ
リ
ー
さ
ス
フ
、

O
大

洗
建
設
工
業
会

※
こ
の
ほ
か
、
個
人
・
団
体
に
よ
る
各
種

泰
仕
活
動
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
で
き

る
限
り
広
報
紙
で
ご
紹
介
し
て
お

2
三
q

。
安
全
母
の
会
で
は
、
婦
人
に
よ
る
原
付

自
転
車
(
印
∞
バ
イ
ク
)
の
交
通
事
故

の
急
激
な
増
加
に
伴
な
い
、
バ
イ
ク
の

正
し
い
乗
り
方
と
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
体

験
車
に
よ
る
シ

i
ト
ベ
ル
ト
務
用
時
に

衝
突
し
た
車
の
衝
撃
笑
験
が
参
加
者
全

員
に
行
な
わ
れ
、
安
全
の
た
め
着
用
の

必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

ま
さ
か
/
:

で
も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
、
安
全
運
転

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

鍵
藤
お
ば
さ
ん

熱
必
に
勉
強

食
生
活
改
善
推
進
員

養
成
講
習
会

き
る
7
月
日
目
、
町
中
央
公
民
館
視

聴
覚
室
で
第
2
回
食
生
活
改
善
推
進
員

養
成
講
習
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
講
習
会
に
参
加
し
た
詑
名
の
お

母
さ
ん
方
は
、
食
生
活
の
改
善
に
必
要

な
基
礎
知
識
や
調
理
実
習
等
を
習
得

し
、
修
了
後
、
食
生
活
改
善
推
進
員
(
健

康
お
ば
さ
ん
)
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
通
じ
て
地
域
の
食
生
活
改
善

を
推
進
す
る
役
割
を
担
う
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、
初
聞
の
実
習
臼
と
あ
っ

て
、
午
前
9
時
叩
分
の
開
会
後
、
先
ず

竹
内
町
長
か
ら
「
町
づ
く
り
」
と
題
し

て
講
話
が
あ
り
、
引
き
続
い
て
調
理
実

習
に
入
り
、
午
後
1
時
加
分
ま
で
熱
心

に
勉
強
さ
れ
ま
し
た
。

た
の
所
へ
郵
送
さ
れ
て
き
ま
す
。

現
況
届
の
用
紙
が
届
き
ま
し
た
ら
、

必
要
な
こ
と
を
ご
記
入
の
う
え
、
役
場

住
民
課
年
金
係
で
、
証
明
し
て
も
ら
っ

て
、
社
会
保
険
庁
へ
返
送
し
て
く
だ

さ
い
。

。
現
況
届
を
出
し
忘
れ
る
と

年
金
の
支
払
い
が
一
時
差
し
止
め
に

な
り
ま
す
。

国
民
年
金
の
老
齢
年
金
・
通
算
老

齢
年
金
を
受
け
て
い
る
方
は
、
毎
年

ご
自
分
の
誕
生
日
の
月
の
末
日
ま
で

に
現
況
屈
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

現
況
届
は
、
国
民
年
金
を
受
け
て

い
る
方
が
、
引
き
続
い
て
年
金
が
受

け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
調
べ
る
た
め

の
大
切
な
手
続
き
な
の
で
す
。

現
況
届
を
山
山
し
忘
れ
た
り
し
ま
す

と
、
年
金
の
支
給
が
止
め
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。現
況
腐
の
用
紙
は
、
提
出
時
期
の

お
よ
そ
一
ヶ
月
前
に
社
会
保
険
庁
か

ら
直
接
、
年
金
を
受
け
て
い
る
あ
な

注全」

国
民
年
金
保
護
セ
ン
タ
ー
シ
リ
ー
ズ
⑪

国
民
年
金
京
都
会
館

京

都

エ

ミ

ナ

ー

ス

(

京

都

市

西

京

区

)

千
余
年
の
歴
史
の
香
り
と
、
四
季

お
り
お
り
の
彩
り
、
自
然
と
史
跡
と

祭
り
が
い
つ
ま
で
も
心
に
広
が
り
控

え
る
京
都
、
洛
西
ニ
ュ

l
タ
ウ
ン
に

誕
生
し
た
京
都
エ
ミ
ナ

i
ス
は
岳
民

年
金
加
入
者
、
受
給
者
は
も
と
よ
り

ど
な
た
で
も
利
用
で
き
る
国
民
年
金

総
合
施
設
で
す
。

⑧
利
用
内
容

宿
泊
、
結
婚
式
、
会
議
・
集
会
、

文
化
教
養
の
た
め
の
講
座
・
趣
味
の

学
関
、
年
金
相
談
、
健
康
増
進
の
講

習
会
、
観
劇
、
稽
古
事
の
発
表
会
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
の
球
技
、

前
民
待
望
の
大
洗
港
も
愈
々
来
年
3

月
(
予
定
)
に
は
開
港
さ
れ
、
当
町
と

北
海
道
が
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
に
よ
っ
て
直

結
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

を
契
機
に
、
北
海
道
側
の
寄
港
地
で
あ

る
室
蘭
・
苫
小
牧
の
両
市
と
当
町
の
関

係
各
機
関
・
団
体
等
の
間
で
、
現
在
友

好
親
善
の
交
流
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
室
蘭
市
と
は
既
に
、
当
町
所
在
の

か
子
供
の
国
・
大
洗
水
族
館
。
と
間
市

立
水
族
館
と
の
聞
で
、
展
示
魚
類
を
仲

介
に
加
数
年
も
前
か
ら
親
交
を
結
ん
で

い
た
と
い
う
事
実
が
あ
り
、
今
明
る
い

話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

加
数
年
前
と
い
う
と
、
竜
宮
城
を
形

ど
っ
た
小
じ
ん
ま
り
し
た
県
立
水
族
館

⑧
ホ
テ
ル
宿
泊
利
用
料

ボ
ー
リ
ン
グ
、
水
泳
、
駐
車
場
な
ど
。

@
あ
し
国
鉄
京
都
駅
よ
り
京
都
市
営
パ
ス
で

約
四
十
分
、
境
谷
大
橋
下
車
。
タ
ク
シ

ー
な
ら
約
三
十
分
。
ま
た
は
、
阪
急
京

都
線
桂
駅
か
ら
市
営
パ
ス
で
約
十
分
、

境
谷
大
橋
下
車
。

⑧
予
約
申
し
込
み
・
開
会
せ

夜
接
「
京
都
エ
ミ
ナ

i
ス
ト
へ

一寸六一

oー
一
一

京
都
市
西
京
区
大
原
野
東
境
谷
町
二

|
盟
洛
西
ニ
ュ
!
タ
ウ
ン

タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
内

T
E
L
O七
五
(
却
)
五
八

O
O制

幸主主日 二 j室羊 音屋おE 
十ツ室。 畳一 コイ タ

イン フ。

受結者護被者

人

脅主 完走
数分匹

九 A 

人
間 ーF」¥ 1s主。
0 円 用円

四JL 八

八 。 人。四 イ変。
0 円 用

円



昭和田年8月1日

昭
和
田
年
度
椴
松
川
、
伊
推
計
空
襲

}前 ι
j午午叫
11前 10煎吋
・1c・ 9
3C・ 3C・
分45 分30

月日

月日

場

場

会

会

時

間

空11

河
野
肥
料
居
前
(
松

9月3日明)

松

川

公

民

館

大
洗
前
町
農
摘
出
書
庫
前午
後

1

・日
1
3
・開山骨

〔
技
〕
尿
検
盗
(
資
也
、
糖
尿
、
潜
血
)
を
し
ま
す
。

9月4日(刈

十王繋
〕出

尿集
検 予喜
査セ
蛋〆
{夕
、、午|

糖前前
尿 9

1替 m
血 γ
を 11

iz 
9月11日制d

藤
本
塗
装
庖
脇
(
新

大
洗
保
健
セ
ン
タ
ー
前
午
桂
1

・日
1
3

・却分

〔
注
〕
尿
検
査
(
蛋
白
、
糖
尿
、
潜
血
)
を
し
草
す
。

引
引
引
じ
れ
叶
引
制

i! ? 
9月58側

;!日;!|;!li;

9月7日告首

公堀 1 .1:1 ~道
5 劃u1 a 1 ts 祖
ER 集 i 尿神
検会 検荊
査所|シ査♀

蚕塑 蚕室
白仕方く 1-ふ 自主会
治生空間前治生竺
尿 1 1;草球 l
替15 に」空 15
el 什午 e 
を 3 110前を 3
l .ト 91 l . 
亭 30 13C・'t30 
1 分 卜分3C 。分

松
ケ
丘
住
宅
集
会
場
前
(
祝
町
)

午
前
一
9

・
却
!
日
・
初
八
万

〔
注
〕
尿
検
査
(
蛋
白
、
糖
尿
、
潜
血
)
を
し
事
す
。

L、

9月14日幽

大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー
前

午
桂
1
・
m
1
3
・m
剖
分

〔
注
〕
尿
検
査
(
蛋
白
、
糖
尿
、
潜
血
)
を
し
ま
す
。

らあ

。
実
施
婆
項

※
該
当
者
は
、
満
日
歳
以
上
の
方
で
大
洗
町
に
住
所
を
有
し
、
昭
和
的
年
4
月
1
日
以

降
胸
部
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を
受
け
て
い
な
い
方
(
た
だ
し
学
校
に
在
学
中
の
者
及
び

職
場
で
定
期
的
に
毎
年
笑
施
し
て
い
る
方
、
結
核
患
者
、
妊
娠
中
の
方
は
除
く
)
で
す
。

おお

郵
便
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

来
る
、
八
月
十
一
日
は
、
次
の
年
金
等
の
支
給
日
で
す
が
、
当
日
は
、
第
二

土
曜
日
に
あ
た
る
た
め
、
郵
便
局
は
、
お
休
み
と
な
り
ま
す
の
で
支
払
の
開
始

日
は
、
八
月
十
三
日
(
月
)
と
な
り
ま
す
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

戸
U

一
、
福
祉
年
金
・
児
童
扶
養
手
当
及
ぴ
特
別
児
童
扶
養
手
当
。

ニ
、
厚
生
年
金
及
び
船
員
保
険
年
金
等
(
現
金
払
い
の
も
の
)
。

第152号 (4)

大
洗
オ
i
ブ
ン
テ
ニ
ス
加

第

一

圏

実

施

要

項

!

主

催

大

洗

町

体

育

協

会

町

村

在

住

者

2
主
管
大
洗
町
体
育
協
会
テ
ニ
ス
部

8
参

加

料

チ

i
ム

3
後
援
大
洗
町
教
育
委
員
会

4
日
時
昭
和
田
年
9
月
9
日
間

午
前
9
時
よ
り

雨
天
時
9
月
日
呂
田

5
場
所
大
洗
町
営
テ
ニ
ス
コ

i
ト

6
種
呂
混
合
ダ
ブ
ル
ス
(
硬
式
)

お
よ
び
参
加
数
組
チ

l
ム
(
先
着
順
)

7
参
加
資
格
大
洗
町
お
よ
び
近
隣
市

一、

0
0
0円

(
保
険
料
を
含
む
)

9
申
し
込
み
方
法
通
り
町
エ
グ
チ
洋

口
旧
吉
川
必

0
2
9
2
め
3
3
6
8
で

Z

1

1

1

 

申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

山
申
し
込
み
締
切
り

昭
和
田
年
8
月
口
巨
樹

(
必
チ

i
ム
に
な
り
次
第
締
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
)

間

町
営
公
国
墓
地
入
口
よ

り
墓
地
内
ま
で
の
車
輔

交
通
規
制
に
つ
い
て

働
交
通
規
制
ヶ
所

来
る
八
月
十
三
日
よ
り
月
お
く
れ

盆
に
入
り
町
営
墓
地
内
の
混
雑
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
町
で
は
次
の
と
お

り
慕
地
内
ま
で
の
道
路
に
つ
い
て
交

通
規
制
を
い
た
し
ま
す
の
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

一

、

期

日
8
四
月
日
日
1
8
月
日
目

(
3
H
間
)

一
、
規
制
時
間

午
後
5
時
l
午
後
8
時

一
、
対
象
車
輔

会
事
柄
(
自
転
車
を
含
む
)

通
話
料
金
、
こ
と
し
も
値
下
げ
。

7
月
間
口
臼
か
ら
、
中
距
離
通
話
(
印

l
m凶
)
が
、
お
安
く
な
り
ま
し
た
。

電
々
公
社
で
は
、
昨
年
の
遠
距
離
通
話
の
値
下
げ
に
引
き
続
き
、
今
年
も
通

話
料
を
値
下
げ
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
声
に
お
応
え
し
な
が
ら
、

よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

)は10fIlで逸話できる秒数。

距離

夜間

午後7待~

午前8時

90問

(21秒)

100円
(18秒)

120内
(15秒)

150円
(12秒)

200円
( 9秒)

90円

(21秒)

昼間

午前8時~

午後7時

140向

(13秒)

180円
(10秒)

230肉
( 8秒)

280円
(6.5秒)

360円
( 5秒)

@日曜・祝日ム夜間の料金が適用されます。

120円

(15秒)

|日

80-100km 

100-120km 

60-80km 

120-160km 

160-240凶

240-320同

区分

距離

3分間のダイヤル通話料金。(

夜間

午後7待ー

午前8時

(18.5秒)

150円

(12.5干~，)

100円

90fIl 

90円

(21秒)

(21秒)

昼間

午前8待~
午後7時

(13.5秒)

(10.5秒)

(15.5秒)

180円

120円

140円

260円

( 7秒)

新

100-160km 

160-320km 

80-100km 

60-80km 

区分

大洗文化センタ-8丹分行事予定褒
~ .... 内事催喜善催場所名事イ援詩書始時間a 催開

マダムクラス(健康・美容体操)

子供を対象にパレエ講習実技を行なう
リハーサル室言主教ニ工レ/'え

13: 00-

9 : 00-

① 14∞~ 
② 16∞~ 

呂月 2.9.
22. 31日
8 月 15.16.
17， 18日

藤圭子歌謡ショノレホ藤圭子ノ〈ラエティーチャリティーショー8月12B(日)

会習講大会議室会習講やr~技自市~ 

tl士「美
9 : 00-

9 : 00-
8月14B(1く)
8月15司令対

電子レンジによるいろいろな料理方法を学ぶ大会議室虫
ヱじ料理教ンンレ子崩一屯13: 00-8月18Bω 

(59.6月現在)大洗における交通事故の発生状況
民謡・民舞・合唱・合奏の部とにわかれ、こ

どもたちの民認・民舞大会
Ilノホ第 11iil磯節と民話・民舞こども大会9 : 00-8月23臼附

数j戚増前年同期if. 本

ム 5(ム 5)9 (42) 4 (37) 発生件数
運転免許所有者で更新のための講習会大会議集運転免許証更新時講習会9 : 00-8月24B働

o (ム 4)o ( 4) o ( 0) 数者死
d合、
2ス習議大会議集小型船船第一様養成施設立B級講習会9 : 00-8月25日仕)

ム5(ム13)

※( )内は累計を示す。

“毎月守臼1ま突通安全の巴"“あなだが築<突通安全"

10 (57) 5 (44) 負傷者数国際理解と奉仕のための高校生団体の大会/レホ
タリー255地皮肉

アクト第 19回年次大会
悶際ロ

インタ

11 : 00-
9 : 00-

8月25日出
8月26臼(日)

8月27(月)，
2批刈， 29悦

10年次教員研修会大会議室座言轟養己主導十旨習学9 : 00-

9 9 9 9 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 月
/ / / / / / / / / / / / / / / / 
8 6 4 1 28 25 23 21 18 11 8 7 6 4 2 日

機 手L 機 機 機 機 機 機 機 相一 機 母 機 宇L
古E ム目仇E 告巨 ムEKE 古E

歳
能 能 書E 自主 ム目仇5 吉E

事

図 児 Iiil 回 回 Iiil ノ月カ、 悶 図 思 診 回 性 回 児

復 復 復 復 1i f草 ii 復 査 f主 f韮
業

健 児 キE 健
首11 百11 司11 言11 百11

豊
言11 罰11 言111 及 ilJlI 言11

名
練 きpかy 練 練 線 ま車 出東 練 線 談び 練 談 練 ま会

者する害障者
生生
す者る答者降 す者る降害者 者する害者障

する寄障
満 する害F章 する害i嘩 する障害 成 する害障 妊 する害障 生生

後後
歳

人 官需 後後
7 2 者者 者者 者者 者者

病者患
者者 及 者者 7 2 

で 力力 で で で で ノ、 で て巴 で てや ぴ で カカ
対

機能
月月

機目E 機能 能機 機能
カ

機ム目h 己 機能
機

機能 母 機 月月月
I I 3昆

ム目収6 及 f生 古色 I I 

復習回11 

8 3 回 回 Iiil 
復古閥11 
草邑 復回

在耳 回 び 回 関 8 3 
象

力力 f夏
復司1 復言111 生

f重
復自11 復訓|

復 カカ

月月 練訓 日 言111 割11 母生 割| 月月
練 。)<7) 練 線 練

達者にたし

練 練 練 f主 練 出東 σ)<7) 

を 者者 を を を を を を を 民 を を 者者 名
必 必 必 必 必 必 必 必 必 必、

婆 要 要 要 要 婆 要 要 署長 要

と と と と と と と と と と

9 1 1 1 9 1 1 1 919  1 9 9 9 l 9 9 1 1 戸浜、，戸
11持 2待 11時 2時 11時 11時 2時 11時 11時 11s寺 2時 11時 11持 2時 2時
時00時 15時00持00時00時00時 15待。。 時00時00持15時00時00E寺00時 15

f寸

30分 15分 30分 30分 30分 30分 15分 30分 30分 30分 15分 30分 30分 30分 15分 時間
分分分分分分 分 分 分 分 分 分 分 分 分

「
購
入
科
ガ
ン
」
集
団
検
診
の

お

知

ら

せ

O
検
診
呂
及
び
場
所

0
8
月
幻
日
開
夏
海
農
協
会
館
前

0
8
月
お
臼

ω
大
賞
青
年
研
修
所

0
8
月
叩
白
制
大
洗
町
保
健
セ
ン

タ
ー
前

O
受
付
時
間

午
後
ロ
時
却
分
1
1
時
却
分
ま
で

O
対

象

大
洗
町
に
住
所
を
有
す
る
お
歳
1
的

歳
ま
で
の
女
性

O
申
込
日
時

8
月
ね
日
仰
ま
で

O
料

金

無

料

O
申
込
場
所
及
び
方
法

大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー
(
電
話
で
も

受
付
ま
す
)

く
わ
し
い
こ
と
は
、
そ
の
都
度
週
報

等
に
よ
っ
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
が

不
明
な
点
は
保
健
セ
ン
タ

i
に
お
問
い

合
せ
下
さ
い
。T
E
L
 

昭
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厚
生
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人
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に
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